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はじめに
　ラテンアメリカ研究所の主催により今回のような勉強会が開かれるのは珍しいことだという。
講義やラテンアメリカスペイン語のクラスにスペイン語・ポルトガル語話者のゲストスピーカー
が招かれるのは不思議ではないが、課外の催し、秋学期初日、しかも通訳なしのせいもあってか
参加者は 20名弱であった。
　テーマや講演者も異例だったため、司会からまず説明がなされた。ラテンアメリカ研究所でな
ぜスペイン内戦を採り上げるのか。何よりラテンアメリカをスペイン （やポルトガル） から切り
離して考えるのは無意味であること、しばしば忘れがちであるが、20世紀のスペインも植民地を
保有し続けたこと、ラテンアメリカに関心を持つ私たちはスペイン植民地主義への考察を深める
ためにスペインとモロッコあるいはアフリカとの関係にも視野を広げるべきであること。一方ス
ペイン内戦の結果、共和国派亡命者多数が旧植民地とりわけメキシコ、アルゼンチン、チリなど
に受け入れられ今日までその影響は連綿と受け継がれていること。回覧された書籍、新聞記事な
どからは、確かに亡命者たちの動向が 80年後にも盛んに論じられ、また報じられていることを
再認識させられた。
　なお、共和国派の「モーロ人」観を示す例として同派の愛唱歌 ¡Ay, Carmela! が紹介された。ス
ペイン語原詞を元に筆者が翻訳したものを本文末に記す 1。

Ⅰ．講師紹介
　前述の通り今回のゲストは異色の経歴の主である。イラク出身な
がらオランダ国籍を持ち、最近英語の著書 Guns, Culture and Moors: 

Racial Perceptions, Cultural Impact and the Moroccan Participation in 

the Spanish Civil War (1936-1939) を刊行したばかりのAli Al Tuma

氏（国連大学・日本学術振興会フェロー） はアラビア語はもちろん
スペイン語、オランダ語、英語にも堪能で、当日の発表はすべてス
ペイン語でなされた。
　本人のあいさつをそのまま引用しよう。

時　任　ま り 子

Dr. Ali Al Tumaを迎えて
「モーロ人がやって来るぞ～」

─スペイン内戦時におけるモロッコ兵─

◆　勉強会参加記
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　「私はイラクで出生しましたが、両親の博士課程進学に伴い、生後 2カ月でスペインへ向
かい、6歳までスペインに住んでいました。そのため日頃からスペインの歴史に関心を持っ
ていたのです。そしてスペインとイラクという 2つの世界の橋渡しをすべく、アラブ文化を
紹介しようと考えていました。今日お話しする『スペイン内戦時におけるモロッコ兵』はオ
ランダ・ライデン大学に提出した私の博士論文のテーマです。
　当時のスペイン軍の記録を調査するために、アルカラ・デ・エナレス、アビラ、サラマン
カ、その他の軍の管理部を訪ねました。またフランコ軍に加わったモロッコ人老兵たちへの
インタビューをセウタとルセダス （ベルギー） で実施しました。ルセダスにはモロッコからの
移民の大きなコミュニティがあり、フランコ軍に加わった元兵士たちが住んでいたのです。
フランコ軍の勝利にはモロッコ部隊が深くかかわっていました。」

Ⅱ．講義のあらまし
　モロッコ兵部隊について、Dr. Al Tumaのお話から実に様々なことを学んだ。紙面の都合で全
てを提示しきれないのが残念だが、以下 6点にまとめてみたい。

1．モロッコ兵部隊の役割　　
　1898年の米西戦争の敗北により、スペインは「新世界」最後の植民地プエルトリコ、キュー
バ、そしてフィリピンその他を失う。この後、軍は帝国の再興を模索し始め、ジブラルタル海峡
の向こう側に目を移す。1906年になるとアルへシラス会議の結果、モロッコをフランスとスペイ
ンが分割し保護領とすること、そしてタンジールは国際管理地域として残すことで欧米列強は合
意する。実質植民地としては、北モロッコのリーフと西サハラをスペインは手にする。ところが
1921年のリーフ戦争 （アンワールの戦い） で、8000～10000名のスペイン兵士を失い、政治的に
大きな衝撃を受ける。その後リーフ共和国が建国される。スペイン軍はフランス軍と協力し、化
学兵器を使った残忍な軍事作戦を始め、1927年血で血を洗う戦いに勝利を収めるのだが、これは
膨大な数のモロッコ兵士を使って勝ちとられたものだった。それゆえ、この植民地戦争がスペイ
ン軍をさらに「モロッコ兵に依存」させてゆく。モロッコ植民地で徴募された現地人部隊を起源
とする「レグラレス （Regulares）」は、フランコ派反乱軍のスペイン本土への侵攻とともに、モ
ロッコ兵部隊イコール精強部隊として名を馳せてゆく。

2．兵士としての特徴
　モロッコ兵を植民地戦争に登用していた当時、スペイン軍人たちは《モロッコ兵は戦闘に向き
好戦的だ》という考えを抱いていた。そして「戦闘的人種」理論のもと、彼らを限界まで戦う戦
闘員に育てた。この理論を支える要因を挙げてみると、スペイン領モロッコ（リーフ）住民のほ
とんどが、山間部に住み、普段から移動手段は徒歩のみだったため非常に機敏であり、脚力に優
れていたこと。また夜間も徒歩で動くことに慣れているため、まるで夜行性動物に匹敵するよう
な視力を持っていたこと。つまり夜襲に、また山間部での作戦に、また暑さとの闘いにも彼らは
適していた。さらに植民地当局幹部によると、《ムスリムの運命はすでに記されていて、神がお
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決めになる前に死ぬことはない》というイスラム教の原理が勇敢な兵士を作るという。言い換え
れば、ムスリムは神の決定以前に死ぬことはないと知っている。この原理が、彼らに訴えかけ、
防御より攻撃を、行軍を、略奪を好むよう仕向けると。歩兵として、騎馬兵としても優秀であっ
た。だがトラックの運転手としてや砲兵、戦車隊員としての能力は皆無とみなされた。勇猛果敢
な彼らは一方で技術を要する任務には適さず、小銃や機関銃を扱うだけの要員として捉えられた。
結局、最前線の突撃部隊としての任務が最も有効かつ現実的であると考えられた。

3．叛乱派フランコ軍への入隊動機　　
　第一に挙げられる動機は経済状態である。1935～36年の不作が要因となり、困窮した現地住民
が徴兵名簿に登載された。第二に宗教的動機がある。共和国とは無神論者の集まりであり、共和
国の軍が勝利したらイスラム教徒への扱いは悪化し、モスクは弱体化され、イスラム教をモロッ
コから一掃することになろうと彼らは吹き込まれた。そのため、モロッコ兵たちは共和国派との
戦いを聖戦と考えた。

4．「粗暴なアフリカ軍」という風評づくり
　リーフ戦争の前後、スペインでは政治的変化が何回か生ずる。1923年にはプリモ・デ・リベラ
のクーデターにより独裁政権が成立するが、1931年には共和派による政権、スペイン共和国の成
立と同時に、この独裁政府は終了した。さらに政情不安定が続き、1932年には再びアフリカ派将
軍がクーデターをおこしたが、未遂に終わった。その後、1933年に右派が選挙に勝利し、それ
がアストゥリアスでの労働者蜂起を引き起こした。この蜂起を制圧できずにいた本国の警察と軍
は、1934年軍内アフリカ派のフランコに支援を要請する。これが植民地（モロッコ部隊）からの
最初の介入だった。
　フランコの引き連れてきた部隊は暴動を抑えたが、兵士側と市民側の双方に多くの死傷者が出
た。これに伴い、アフリカ軍の粗暴さが誇張された。これはフランコの策略で、「粗暴なアフリ
カ軍」というイメージを共和国派に与え、恐怖をあおるためのプロパガンダだった。心理面をつ
いたこのプロパガンダが内戦中のフランコ派の進軍を容易にした。
　“Que vienen los moros”「モーロ人がやってくるぞ～」（今回勉強会のタイトル） とはまさしくこ
の恐怖感を凝縮した表現なのである。

5．映画「Aixaの歌」で主張される人間のアイデンティティー　
　西・独合作映画「Aixaの歌」2が紹介された。スペイン領モロッコを舞台とし、内戦末期の 1939

年に制作されたものである。Hamed とAbslamという従兄弟同士の 2人は同じ女性Aixaを愛して
いる。Hamed はモダンで音楽やラジオ・パリスを聞き、アルコールも飲む。一方、Abslamは宗
教心篤い男で、モロッコ兵部隊の将校という地位ある人物だ。ムスリムのアイデンティティーを
堅持し、部隊からはその確固たるアイデンティティーゆえに尊敬されている。ある日、2人はあ
るクラブで出くわす。アルコールを飲んでいるHamed を見て、Abslamは「なぜ君はアルコール
を飲んでるんだ？」と訊く。Hamed は「その偏見は捨てなければいけない。モダンにならなくっ
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ちゃ」と返す。対するAbslamは「君は我々の伝統を偏見だというのか？」と反論する。物語の展
開につれ、観客はより保守的なAbslamに感情移入するようになる。より保守的なのがよりよし
とされるのである。結果的に、Abslamは観客の支持どおりに、映画の後段でAixaとの結婚を果
たす。映画制作側の意図は大衆を次のように納得させることだった。モロッコ人に向けては「ム
スリムのモロッコ人として留まることがよりよいことだ／スペインかぶれになるんじゃないぞ／
モダンになるんじゃないぞ／自分のアイデンティティーにヨーロッパの文化を取り込むんじゃな
いぞ……」と。モロッコ人向けであると同時に、またスペイン人にも向けられたメッセージだっ
た。だがこの映画本来のメッセージはもう少し視点が高く、モロッコとスペインの友愛について
語ることだった。その友愛と同時に、スペイン的環境からモロッコ兵をひき離し、モロッコ人の
独自性と文化を保持させつつ、スペイン人とモロッコ人は文化面では分立しているが人間として
は平等であるのだと語る。モロッコ兵の信仰に基づく生活習慣を尊重し、モロッコ兵の宗教を保
護することが、軍の精鋭部隊を維持するには不可欠だとフランコは考えていた ［Tuma 2018: 166-
9］。

6．モロッコ兵とスペイン人女性との結婚　　　　
　1938年まではモロッコ兵とスペイン人女性の間の結婚を禁止する法律はなかった。この年、フ
ランコ派の国防省がこの種の結婚を容易にさせないために通達を発した。兵士の結婚には上司で
ある司令官の許可が必要だとし、また司令官に対してはそのような結婚を容易にさせないようあ
らゆる手を打つべしと命ずるものであった。スペインで結婚を阻まれるならモロッコへ渡りモ
ロッコで結婚しようとした女性がいても、独身女性のモロッコ行きには国防省が許可を出さな
かった。フランコ体制初期の 1941～42年には、民事婚が禁止され、教会（宗教）婚のみが許さ
れた。このように、この種の結婚にはかなりの障害があった。国防省からはこれらの規律を正当
化しようと様々な説明がなされているが、一番説得力があるのは、スペイン女性がモロッコ人男
性と結婚すると自動的にスペイン国籍を失う、しかしモロッコ国籍は自動的に取れるものではな
いのでモロッコ国籍を取れるまでは無国籍状態になり、経済的な権利も責任もない状態に陥るか
らだというもの。つまりこれらの規律は、スペイン人女性を保護するためのものであり、植民地
の環境を守るためにこの種の結婚は禁止されなくてはならないと国防省は主張した。さらに検閲
もあった。内戦後、モロッコに帰ってきた兵士が、スペイン人女性と結婚しようとした。そして
彼女に手紙を出したが、常に検閲が入り手紙はその宛先に届くことはなかった。　　
　モロッコ兵とスペイン人女性との性的関係の制限は、売春にも及んだ。フランコ軍はスペイン
本土へ上陸したモロッコ兵士用の慰安施設 （burdel） を組織し、モロッコ人売春婦をあてがった。
外国人兵がスペイン人売春婦の相手とならないよう回避したのは、モロッコ兵士にスペイン人女
性を取られることはヨーロッパ人兵士に快く思われなかったからである。この問題はスペイン兵
とイタリア兵との間で、または他の外国人同士の諍いを誘発した。売春婦の取り合いを防ぐべく、
モロッコ女性たちの宿営も部隊の移動に合わせて移設された。
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Ⅲ．質疑応答
質 問 1 ：  植民地政策の一側面であるスペイン化を進めるうえで、モロッコ人女性と結婚させる

べくスペイン人男性が植民地現地に派遣される例はあったのだろうか？
Al�Tuma：  スペイン人男性がモロッコ人女性と結婚する確率はきわめて低く、スペイン政府にとっ

て問題にはならなかった。しかしモロッコ政府は禁止した。モロッコでは、血統維持
の考え方が世間に流布していたからである。

質 問 2 ：  独立後のモロッコ政府はかつてスペイン軍に籍を置いたモロッコ兵を自国の兵士とみ
なしたかどうか？

Al�Tuma：  1956年の独立後、リーフ山地からスペイン軍が全て引き上げるのに 2～3年かかった。
60年代初めまでスペイン軍に残って奉職し続けた兵士もいた。しかしほとんどのモ
ロッコ兵が、モロッコ軍に移籍した。将軍にまで昇進した者（ムハンマド・ベン・ミ
ジアン）もいる。彼はフランコ軍在籍中も重要な地位についており、カナリア諸島や
ガリシアでの功績で司令官にまで上り詰めた。フランコ軍を退いたのち、モロッコの
国防大臣になった。1958年モロッコ政府に対するリーフの反乱が起きるとその鎮圧に
大きな役割を果たした。毒ガスを使用したともいわれているが、定かではない。

質 問 3 ：  それではモロッコ政府としては、このミジアンを反逆者とはみなさなかったというこ
とか？

Al�Tuma：  独立後のモロッコ軍を構成したのは、大多数がフランス軍にいたモロッコ人兵士だっ
た。モロッコ政府としては、フランス植民地下のモロッコ人兵士をも編入させなけれ
ばならなかったため、同じ扱いを取り反逆者とはみなさなかった。ただしミジアンの
場合はヨーロッパ軍隊の中で唯一司令官まで上り詰めたムスリムであり、きわめて特
殊なケースだと思う。というのもファシストの制度上、ムスリムが司令官になるのは
かなり難しい。矛盾するものを感じるが、記録が公開されていないので、この司令官
についてはまだ調査できていない。ただ、米国人ジャーナリストが1936年10月、スペ
イン滞在時にその目でミジアン司令官を目撃した時のことを語っている［Tuma 2018: 

110］。共和国派の「女性民兵二人が司令官の部屋に連行されてきた。司令官は二人を
痛めつけるように指示し、自分が抗議すると、司令官は『この女たちの命はこの先せ
いぜい4時間だろう』と答えた」という。いずれモロッコの国防大臣となるミジアンは
晩年在マドリッド・モロッコ大使に任命され、フランコの死より数か月前に亡くなっ
ている。

質 問 4 ：  フランコ側で戦ったモロッコ人に対するモロッコ政府の公的な見解は？ そしてモロッ
コ国民の意識は？

Al�Tuma：  独立後、古参兵の給与生活はインフレで破綻していたので家族も実生活には不十分な
額であると不満を感じた。しかし元兵士らの意識としては、フランコについては肯定
的であり続けている。フランコがモロッコ人の友人であることを元兵士らは信じ続け
ていて、モロッコ北部の人々は、植民地政府下での生活のほうが独立後よりよかった
と考えている。ラバトの中央政府の政策に「事務部門の雇用」というのがあったが、
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その仕事をこなすにはフランス語の能力が必要だった。しかし北部の人々が話せたの
はアラビア語または現地語チェルハまたはスペイン語であり、さらに書く力も十分で
はなかった。そのため「自国」の政府に改めて植民地化されたように感じた。元兵士
の多くは、少なくともフランコ将軍についてはいまだに以前同様の肯定的な思いを持
ち続けている。

おわりに　　
　「モロッコ兵部隊」に対する扱いに焦点をしぼり、文献をも参考にしながらスペイン植民地主
義の一端を考察し、理解できたことを述べてみたい。
　リーフ戦争時の「アンワールの惨敗」で多くのスペイン人兵を失ったことを機に、スペイン人
の生命と金銭の損失を何としても節約しようと ［深澤 2015: 257］、スペイン政府と軍部は「原住
民依拠政策」をさらに進め、最前線の突撃隊の任務を原住民部隊が担うことを原則とした。最も
危険な任務を「スペイン」兵がしなくても済むようにしたのである。
　このような扱いにもかかわらず、Al Tuma氏の元植民地老兵へのインタビューによると ［Tuma 

2018: 89-90］、彼らは決して宗主国スペインに対して悪い印象は持っていない。特にアフリカニ
スタと呼ばれるアフリカ駐屯の軍人たちには、モロッコ兵に対する心的な距離の近ささえ筆者は
感じる。この点をAl Tuma氏は次のように説明する。軍人だけでなくスペインの知識人（とりわ
け右派）は、スペインとモロッコの特別な繋がりを意識している。彼らはムスリムとキリスト教
徒が「共存」した時代に基づき、モロッコ人を必ずしも完全な「他者」とはみなさない（ただし
スペインが兄、モロッコは弟）。そこでスペインの帝国主義は英国やフランスのそれとは異なり、
ムスリムに回宗したある論者はスペインとモロッコを同じ果実の半分同士とみなし、従ってスペ
インがモロッコに介入するのは道徳的義務だとさえ考えた ［Tuma 2018: 203-6］。
　一方、Al Tuma氏は共和国派の態度を次のように説明する。共和国派のモロッコ兵に対する態
度は敵意に満ちていた。モロッコ兵の捕虜は、相当の頻度で処刑された。共和国派のモロッコ兵
に対する態度は現実を見ず、モロッコ人をすべて一括して捉え、スペインの伝統的な固定観念や
幻想に基づき、明からさまに人種差別的である、 と後年フアン・ゴイティソーロ （Juan Goytisolo）3

ほかの論者から批判される ［Tuma 2018: 182-5］。
　モロッコ兵に対するフランコ派と共和国派の扱いの違いは、味方であるか敵であるかの立場の
違いから発するもので、筆者には当然の結果と思われる。その他の注目すべき点は、フランコ
派軍人たちのモロッコ兵に対する掌握度、管理能力の高さであり、福利厚生施設も手厚く、ムス
リム専用の病院、祈りの場、墓地に至るまで整えられていた。これは、軍の公的な原住民政策に
「原住民の宗教・習俗は侵さない」という項目があり、原住民兵の反感を避けるためにも特に注
意が払われたのであろう ［深澤 2015: 274］。スペイン軍の勝利には不可欠な兵（人材） として、ま
た内戦後の 1957年までフランコの親衛隊にすら登用された信頼できる「同胞」としての視線が
モロッコ兵には向けられていたと推察される。最後にスペイン軍アフリカ派が「植民地兵」との
このような関係を維持できた理由を、深澤の文章を引用し、一視点として提示しておきたい。
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原住民が徴募に応じたのはほとんど経済的理由 （生計維持） によっていた。つまり 「安上がり」 
の兵隊の創出基盤は植民地の貧しさだった。〔中略〕 メトロポリはその植民地を維持し平定で
きるために、  原住民の生活を常に不安定にしておこうとする。原住民兵の徴募と動員の考察
から、  以上のような植民地支配のあり方をも照射できたのではないか。［深澤 2015: 296-7］

〈註〉
 1 ¡Ay Carmela! 歌詞　日本語訳　　　　　
  “¡Ay Carmela!”  （別名） Viva la Quinta Brigada（万歳！ 第 5旅団）

万歳！ 第 5旅団　　　ルンバ・ラ、ルンバ・ラ、ルンバ・ラ（繰り返し　以下同じ）
我々を栄光につつんでくれる　　　ああカルメラ、ああカルメラ
        

我々は戦うのだ！ モーロ人と！　　　ルンバ・ラ、ルンバ・ラ、ルンバ・ラ
傭兵やファシスト連中と！　　　ああカルメラ、ああカルメラ

エブロ部隊は　　　ルンバ・ラ、ルンバ・ラ、ルンバ・ラ
先夜、川を渡った　　　ああカルメラ、ああカルメラ

侵略勢力には　　　ルンバ、ラ、ルンバ、ラ、ルンバ・ラ
したたか打撃を与えたぞ　　　ああカルメラ、ああカルメラ

グラナダ戦線では　　　ルンバ・ラ、ルンバ・ラ、ルンバ・ラ
我らに月曜はない　　　ああカルメラ、ああカルメラ

我らには火曜もない！　　　ルンバ・ラ、ルンバ・ラ、ルンバ・ラ
戦車や手榴弾と一緒なら　　　ああカルメラ、ああカルメラ

 2 内戦中にはフランコ側を支持した映画制作会社Cifesa （1933-64） が当時の大スター兼歌手イ
ンペリオ・アルヘンティナをヒロインに、ナチス政権下のUFAスタジオと組んで企画した歌
謡映画。監督はインペリオの当時の夫だったフロリアン・レイ （1894-1962）。

 3 バルセロナ出身の作家。1956年フランコ体制下のスペインからパリへ亡命。 1997年からモ
ロッコ・マラケシュに移住しこの地で死去。著書にCuaderno de Sarajevo『サラエヴォ・ノー
ト』（1993）、Paisajes Despues de la Batalla 『戦いの後の光景』（1996） など。
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